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本
議
案
は
、
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
個
人
市
民
税
に
係

る
扶
養
親
族
申
告
書
提
出
の
義
務

付
け
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上

げ
等
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
非
課
税
口
座
内
の
上
場

株
式
等
の
配
当
所
得
及
び
譲
渡
所

得
を
、
10
年
以
内
は
非
課
税
と
す

る
こ
と
は
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
財
政
難
と
言
い
な
が
ら
、

一
貫
し
て
軍
事
費
と
大
企
業
・
大

資
産
家
優
遇
税
制
は
聖
域
扱
い
に

し
て
い
ま
す
。
株
式
を
大
量
に
持

っ
て
い
る
だ
け
で
巨
額
の
所
得
を

得
て
い
る
大
資
本
家
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
税
金
の
半
分
以
上
を

免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
免
除

を
な
く
す
だ
け
で
、
事
業
仕
分
け

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
と
ほ

ぼ
同
じ
税
収
が
確
保
で
き
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
等
の

改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
ま
ず
、
個

人
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
及

び
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親

族
申
告
書
に
つ
い
て
の
改
正
で
す
。

こ
れ
は
、
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族

に
係
る
扶
養
控
除
（
年
少
扶
養
控

除
）
が
廃
止
さ
れ
、
所
得
税
法
上
、

年
少
扶
養
控
除
に
関
す
る
情
報
収

集
根
拠
が
失
わ
れ
ま
す
が
、
個
人

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
判
定

に
扶
養
親
族
の
数
が
用
い
ら
れ
て

い
る
た
め
、
当
該
情
報
収
集
の
根

拠
が
地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
国
民
の
健
康
の
観
点
か

ら
、
た
ば
こ
の
消
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
で
す
。
旧
３
級
品

税

条

例

の

一
部
改
正
を
可
決 

税
条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）を
可
決

議
員
提
出
議
案
は
、６
議
案
が
提
出
さ
れ
２
議
案
を
可
決

以
外
は
、
１
０
０
０
本
に
つ
き
３

２
９
８
円
か
ら
、
１
３
２
０
円
引

き
上
げ
て
４
６
１
８
円
に
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
３
級
品
は
、
１
０
０
０

本
に
つ
き
１
５
８
４
円
か
ら
、
６

２
６
円
引
き
上
げ
て
２
１
９
０
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
金
融
所
得
課
税
の
一
体

化
の
取
り
組
み
の
中
で
、
個
人
の

株
式
市
場
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
非
課
税
口
座
内
の
少

額
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得

及
び
譲
渡
所
得
の
非
課
税
措
置
を

創
設
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

平
成
24
年
か
ら
26
年
ま
で
に
開
設

す
る
非
課
税
口
座
内
の
上
場
株
式

等
の
配
当
所
得
及
び
譲
渡
所
得
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
に
限
り
非

課
税
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
譲
渡

所
得
の
計
算
の
特
例
に
つ
い
て
規

定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
７
５
万
３
千
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
と
も
６
０

３
億
５
８
７
５
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
議
会
費
で
は
、

条
例
改
正
に
伴
い
市
議
会
議
員
の

費
用
弁
償
を
、
５
４
９
万
６
千
円

減
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
総
務
費
で
は
、
名
誉
市

民
の
方
に
贈
呈
す
る
名
誉
市
民
章

等
の
経
費
と
し
て
、
92
万
２
千
円

を
増
額
し
ま
す
。
ま
た
、
藤
塚
米

島
線
の
整
備
に
伴
う
代
替
地
購
入

の
経
費
と
し
て
、
１
９
５
６
万
２

千
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

本
年
４
月
の
降
雪
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
ナ
シ
農
家
に
対
し
、
営

農
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
生
産
力

を
回
復
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、

１
５
８
７
万
６
千
円
を
増
額
し
ま

す
。

　

次
に
、
商
工
費
で
は
、
道
の
駅

庄
和
を
拠
点
と
し
て
、
地
域
農
産

物
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
等

を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を

図
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
１
４

３
８
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
予
備
費
と
し
て
、
１
３

討
　
論

証
券
優
遇
税
制
の
一
環
で
あ
り

市
民
が
納
得
で
き
る
も
の
で

な
い
た
め
反
対（
日
本
共
産
党
）

　

経
済
の
悪
化
や
不
安
定
雇
用
の

も
と
で
必
死
に
働
き
、
税
金
を
納

め
て
い
る
市
民
に
と
っ
て
、
納
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
経
済
社

会
構
造
の
変
化
に
適
応
し
、
必
要 

な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

納
税
者
の
立
場
で
信
頼
で
き
る
税

制
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
地
方

税
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
基

づ
き
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
個
人
市
民
税
に

係
る
扶
養
親
族
申
請
書
は
、
非
課

税
限
度
額
の
判
定
に
扶
養
親
族
数

の
把
握
が
必
要
な
た
め
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な

改
正
で
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
税
の

税
率
引
き
上
げ
は
、
国
民
の
健
康

の
観
点
か
ら
、
た
ば
こ
の
消
費
を

抑
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
む
を

得
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
非
課
税
口
座
内
上
場
株

式
等
の
譲
渡
に
係
る
所
得
計
算
の

特
例
は
、
個
人
の
株
式
市
場
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
の
も

の
で
あ
り
、
株
式
市
場
の
活
性
化

も
期
待
で
き
、
適
正
な
改
正
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
案
に
賛
成
し
ま
す
。

健
全
財
政
の
運
営
に
向
け
て

適
切
な
税
収
の
確
保
を

要
望
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）を
可
決 
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の
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
市
民
敬
愛
の
対
象
、

郷
土
の
誇
り
、
尊
敬
に
値
す
る
と 

定
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
敬
愛
の

対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

郷
土
の
誇
り
と
は
言
え
な
い
、
尊

敬
に
値
し
な
い
と
判
断
し
た
多
く

の
議
員
の
存
在
を
、
市
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

名
誉
市
民
の
選
定
に
お
い
て
、

最
も
大
切
な
の
は
市
民
総
意
で
す
。

市
民
総
意
の
物
差
し
の
１
つ
と
し

て
議
会
が
あ
り
ま
す
。
全
会
一
致
、

ま
た
は
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
が
得

ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
時
点
で
、

取
り
下
げ
る
べ
き
で
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
三
権
の
長
を
経

験
し
、
国
政
・
県
政
・
市
政
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
の
は
揺
る
ぎ
な

い
事
実
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
役

職
を
経
た
こ
と
と
、
敬
愛
の
対
象
、

郷
土
の
誇
り
、
尊
敬
に
値
す
る
と

い
う
市
民
の
感
情
、
気
持
ち
、
心

の
共
感
を
伴
う
条
例
の
趣
旨
と
は

一
致
し
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
の
事
実
は
明
ら
か
だ
が
起

訴
は
し
な
い
、
と
い
う
の
が
起
訴

猶
予
で
す
。
知
事
を
辞
し
て
道
義

的
責
任
を
取
っ
た
と
し
て
い
ま
す

が
、
居
座
っ
て
い
れ
ば
起
訴
猶
予

で
は
済
ま
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

肖
像
画
作
成
費
用
等
の
支
出
を

や
め
る
修
正
案
は
大
変
有
意
義
と

考
え
、
議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
呼

５
０
万
９
千
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

歳
入
の
内
容
は
、
雇
用
・
就
業

の
機
会
を
創
出
す
る
事
業
に
対
し

て
交
付
さ
れ
る
県
補
助
金
を
、
３

０
２
５
万
６
千
円
増
額
し
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
塚
米
島
線
の
代
替
地

売
却
に
よ
る
財
産
収
入
を
、
２
８

４
９
万
７
千
円
増
額
し
ま
す
。

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

歳
出
の
総
務
費
か
ら
、
名
誉
市

民
に
か
か
わ
る
報
償
費
及
び
備
品

購
入
費
の
92
万
２
千
円
を
削
減
す

る
も
の
で
す
。
削
減
し
た
92
万
２

千
円
に
つ
い
て
は
、
予
備
費
に
繰

り
入
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
補
正
額
は
、
総
務

費
が
１
９
５
６
万
２
千
円
、
予
備

費
が
１
４
４
３
万
１
千
円
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

６
０
３
億
５
８
７
５
万
３
千
円
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
否
決
】

　

故
土
屋
義
彦
氏
の
名
誉
市
民
選

定
に
つ
い
て
は
、
賛
成
17
人
に
対

し
反
対
が
13
人
と
、
多
く
の
議
員

び
か
け
て
、
原
案
に
反
対
し
、
修

正
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
深

刻
な
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
県
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金

や
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
を

活
用
し
て
、
離
職
者
や
求
職
者
等

を
支
援
す
る
た
め
の
雇
用
・
就
業

の
機
会
を
創
出
し
て
い
く
事
業
で

す
。
大
い
に
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
速
や
か
な
実
施
を
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
秘

書
事
務
に
お
い
て
、
本
市
の
発
展

に
多
く
の
貢
献
を
し
た
市
民
の
方

に
対
し
、
名
誉
市
民
章
を
贈
呈
す

る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
郷
土
に

対
す
る
誇
り
と
感
謝
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
産
物
加
工
品
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
は
、
地
域
の

農
産
物
を
活
用
し
た
新
製
品
の
開

発
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
速
や
か
な

実
施
を
望
む
と
と
も
に
、
雇
用
対

策
と
し
て
の
効
果
に
も
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
原
案
に

賛
成
す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
修
正
案
で
は
、
条
例
に

基
づ
く
、
名
誉
市
民
章
を
贈
呈
す

る
た
め
の
経
費
が
削
減
さ
れ
て
い

ま
す
。
名
誉
市
民
を
選
定
す
る
と

い
う
、
今
議
会
の
同
意
か
ら
す
れ

ば
、
極
め
て
不
適
切
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
修
正
案

に
は
反
対
し
ま
す
。

　

文
化
会
館
に
、
当
市
の
名
誉
市

民
第
１
号
の
田
中
俊
治
元
市
長
の

肖
像
画
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
見

る
方
が
驚
く
よ
う
な
小
さ
な
絵
で
、

24
万
人
の
当
市
に
ふ
さ
わ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
作
成
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
両
国
国
技
館
に
あ
る
よ
う
な

大
き
な
肖
像
画
で
栄
誉
を
た
た
え

て
、
市
民
の
夢
と
す
る
べ
き
で
す
。

　

当
市
は
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
楽
し

み
で
あ
る
体
育
祭
も
予
算
を
半
分

に
削
減
さ
れ
、
自
治
会
で
も
、
体

育
祭
な
ど
や
め
よ
う
と
の
声
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

92
万
円
前
後
の
予
算
も
貴
重
で
す
。

　

提
案
す
る
の
な
ら
ば
、
匿
名
で

９
０
０
万
円
で
も
１
０
０
０
万
円

で
も
資
金
を
出
し
て
、
匿
名
資
金

が
あ
る
の
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か

と
い
う
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
名
誉
市
民
が
全
議
員
の

賛
同
を
得
て
い
る
の
な
ら
ば
、
私

の
報
酬
を
全
部
、
肖
像
画
に
使
っ

て
も
よ
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

　

名
誉
市
民
は
、
市
民
の
夢
で
、

尊
敬
に
値
す
る
人
で
す
。
最
低
で

も
、
こ
の
10
倍
く
ら
い
の
予
算
を

提
案
す
る
の
が
筋
で
す
。

　

そ
し
て
、
議
会
や
市
民
の
多
く

の
同
意
を
得
て
、
初
め
て
価
値
が

あ
る
も
の
で
す
。
13
人
も
の
反
対

が
あ
っ
て
は
、
頂
く
人
も
喜
べ
な

い
と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。

　

修
正
案
を
全
員
で
決
め
て
、
も

っ
と
立
派
な
も
の
を
贈
る
こ
と
を

考
え
盛
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
原
案
に
反

対
し
、
修
正
案
に
賛
成
し
ま
す
。

○
請
願
要
旨

　

誰
も
が
、
無
料
で
子
宮
頸け

い

が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
請
願
者
代
表

　

新
日
本
婦
人
の
会

　

春
日
部
支
部

支
部
長　

柳　

美
枝
子

【
賛
成
多
数
で
採
択
】

修
正
案

名
誉
市
民
の
選
定
が

市
民
総
意
と
は
言
え
ず

原
案
に
反
対（
日
本
共
産
党
）

討
　
論

雇
用･

就
業
の
機
会
を
創
出
し

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ
な
が
る

原
案
に
賛
成（
新
政
の
会
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
を

求
め
る
に
つ
い
て
の
請
願

貴
重
な
予
算
で
小
さ
な

肖
像
画
等
を
作
成
す
る

原
案
に
反
対（
春
和
会
）

請
　
　
　
　
願
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子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

現
在
、
任
意
の
予
防
接
種
の
位
置

付
け
で
あ
る
た
め
国
の
資
金
援
助

が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸け

い

が
ん
が
、
女
性
の
生
命

に
か
か
わ
る
大
変
な
病
気
で
あ
り
、

そ
の
予
防
の
重
要
性
は
理
解
す
る

も
の
で
す
が
、
本
市
の
11
歳
か
ら

14
歳
ま
で
の
女
子
に
接
種
し
た
場

合
、
約
２
億
円
の
財
源
が
必
要
と

な
る
た
め
、
今
す
ぐ
に
無
料
化
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸け

い

が
ん
以
外
に
も

男
性
特
有
の
が
ん
も
あ
る
中
で
、

そ
れ
だ
け
を
無
料
化
す
る
こ
と
は
、

著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
、
反
対
し
ま
す
。

　

子
宮
頸け

い

が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
定
期
的
な
検
診
で
１
０
０
％

予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
、
未
来
を

担
う
女
性
の
命
と
健
康
を
守
る

　

５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
定
例
会
初
日
に
、
表
彰
状

並
び
に
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特
別
表
彰
【
在
職
30
年
】

　

○　

小　

島　

文　

男

表
　
　
彰
【
在
職
10
年
】

　

○　

川　

鍋　

秀　

雄

前
市
議
会
議
員

　

○　

栄　
　
　

康
次
郎

　

○　

内　

田　

勝　

康

　

○　

野　

口　

浩　

昭

討
　
論

現
段
階
で
の
無
料
化
は

時
期
尚
早
で
あ
り
反
対

（
新
政
の
会
）

子
ど
も
を
産
み
育
て
、未
来
を

担
う
女
性
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
賛
成（
日
本
共
産
党
）

た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
要

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
、

多
く
の
命
が
救
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
費
用
は
５
万
円
前
後

掛
か
り
、
誰
も
が
接
種
で
き
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
経
済
的

理
由
で
接
種
で
き
な
い
な
ど
の
格

差
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
公
費
助

成
は
不
可
欠
で
す
。

　

本
市
で
も
検
討
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
国
へ
も
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
請
願
の
採
択
を
願
い
、
賛
成

討
論
と
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
９
月
に
「
障
害
の
あ

る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科

用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
教

科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
施
行
を
機
に
、
平
成
21
年
９
月 

よ
り
、
（
財
）
日
本
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
リ
ハ

協
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協

力
を
得
て
、
通
常
の
教
科
書
と
同

様
の
テ
キ
ス
ト
と
画
像
を
使
用
し
、

議
員
提
出
議
案

発
達
障
が
い
や
、
そ
の
他
文
字
を
認
識

す
る
こ
と
に
困
難
の
あ
る
児
童
生
徒
の

た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
の
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
す
る
こ
と
で
、

テ
キ
ス
ト
文
字
に
音
声
を
シ
ン
ク

ロ
（
同
期
）
さ
せ
て
読
む
こ
と
を

可
能
に
し
た
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
（
デ
イ
ジ

ー
教
科
書
）
の
提
供
を
始
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、

平
成
21
年
度
よ
り
、
デ
イ
ジ
ー
教

科
書
な
ど
の
発
達
障
害
等
の
障
害

特
性
に
応
じ
た
教
材
の
在
り
方
や

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
効
果
的
な
指

導
方
法
等
に
つ
い
て
、
実
証
的
な

調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、

上
記
の
と
お
り
文
部
科
学
省
の
調

査
研
究
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
調
査
研
究
段
階

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

21
年
12
月
現
在
で
約
３
０
０
人
の

児
童
生
徒
に
活
用
さ
れ
、
保
護
者

な
ど
か
ら
学
習
理
解
が
向
上
し
た

と
の
効
果
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普
及
推
進
へ

の
期
待
が
大
変
に
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は

教
科
書
無
償
給
与
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の

製
作
は
、
多
大
な
時
間
と
費
用
を

要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
頼
み
で
あ
る
た
め
、

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
希
望
に

十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

り
、
実
際
に
リ
ハ
協
が
平
成
21
年

度
に
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
し
た
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
は
小
中
学
生
用
教
科

書
全
体
の
約
４
分
の
１
に
留
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
ま
ず
教
科
用
特
定
図
書
等
の

普
及
促
進
の
た
め
の
予
算
の
更
な

る
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
平
成
21
年
度
の
同
予
算
が

１
・
72
億
円
に
対
し
、
平
成
22
年

度
は
１
・
56
億
円
と
縮
減
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
普
及
促
進
へ
の

取
り
組
み
は
不
十
分
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
お
か

れ
て
は
、
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
、

担
当
教
員
等
に
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

を
安
定
し
て
配
布
・
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
そ
の
普
及
促
進
の
た
め

の
体
制
の
整
備
及
び
必
要
な
予
算

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
22
年
６
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

文
部
科
学
大
臣　

様

【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰
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（
新
政
の
会
）

佐　

藤　
　
　

一　

金　

子　
　
　

進　

　

山　

口　

泰　

弘　

鬼　

丸　

裕　

史　

岩　

谷　

一　

弘　

滝　

澤　

英　

明　

白　

土　

幸　

仁　

会　

田　

幸　

一　

川　

鍋　

秀　

雄　

山　

崎　
　
　

進　

河　

井　

美　

久　

　
（
公　

明　

党
）

荒　

木　

洋　

美　

武　
　
　

幹　

也　

五
十
嵐　

み
ど
り　

栗　

原　

信　

司　

中　

川　
　
　

朗　

大　

山　

利　

夫　

　
（
日
本
共
産
党
）

松　

本　

浩　

一　

大　

野　

と
し
子　

卯　

月　

武　

彦　

渡　

辺　

浩　

美　

秋　

山　

文　

和　

今　

尾　

安　

徳　

　
（
春　

和　

会
）

鈴　

木　
　
　

保　

小
久
保　

博　

史　

鳴　

島　
　
　

武　

小　

島　

文　

男　

　
（
緑
新
ク
ラ
ブ
）

栄　
　
　

寛　

美　

矢　

島　

章　

好　

井　

上　

英　

治　

片　

山　

い
く
子　

　
（
社
会
民
主
党
）

蛭　

間　

靖　

造　

会
派
構
成
（
議
席
番
号
順
）

議案第 46 号

議案第 47 号

議案第 48 号
議案第 49 号
議案第 50 号

議案第 51 号

議案第 52 号

議案第 53 号
議案第 54 号
議案第 55 号
議案第 56 号

議案第 57 号

議案第 58 号
議案第 59 号
議案第 60 号

（総務・厚生福祉）

（厚生福祉）

（総　　務）
（総　　務）
（厚生福祉）

（厚生福祉）

（総　　務）

（総　　務）
（総　　務）
（総　　務）
（総　　務）

（総　　務）

（厚生福祉）
（総務・教育環境）

（付託省略）

承　　認

承　　認

承　　認
承　　認
承　　認

承　　認

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
同　　意

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × × × ○
○ ○ × × × ○

専決処分の承認を求める［平成21年度一般会計補正予算（第8号）］

専決処分の承認を求める
［平成21年度国民健康保険特別会計補正予算（第4号）］

専決処分の承認を求める［税条例の一部改正］
専決処分の承認を求める［都市計画税条例の一部改正］
専決処分の承認を求める［国民健康保険税条例の一部改正］

専決処分の承認を求める
［平成21年度病院事業会計補正予算（第2号）］

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の育児休業等
に関する条例の一部改正 
税条例の一部改正 
法人市民税の特例に関する条例の一部改正
火災予防条例の一部改正
埼玉県市町村総合事務組合規約の変更

彩の国さいたま人づくり広域連合を組織する地方公共団体の数の減
少

埼玉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少
平成22年度一般会計補正予算（第1号）
名誉市民の選定につき同意を求める [土屋 義彦 氏(故人)]

審議結果

社
会
民
主
党

緑
新
ク
ラ
ブ

春

和

会

日
本
共
産
党

公

明

党

新

政

の

会

議案番号 議　　案　　名 （　）は付託委員会名

６月定例会　審議結果 （○：賛成　×：反対　－：退席）

議第11号議案

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

議第15号議案
議第16号議案

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）
（付託省略）

○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ○ × 　 ○

× × ○ × × ○

○ ○ ○ ○ 　 ○

× × ○ ○ × ○
× × ○ × 　 ○

発達障がいや、その他文字を認識することに困難のある児童生徒の
ためのマルチメディアデイジー教科書の普及促進を求める意見書

普天間基地の無条件撤去を求める意見書 

消費税の増税反対、くらしにかかる消費税減税を緊急に求める意見
書

国民健康保険に対する国庫負担率をもとにもどし「ペナルティー」
をやめることを求める意見書

後期高齢者医療制度のすみやかな廃止を求める意見書 
労働者派遣法の早期抜本改正を求める意見書

議員提出議案

原案可決

否　　決

否　　決

原案可決

否　　決
否　　決

請願第 １ 号
請願第 ２ 号

（厚生福祉）
（厚生福祉）

× ○ ○ ○ × ー
× ○ ○ ○ × ×

子ども医療費無料制度の年齢拡大を求めるについての請願
子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求めるについての請願

請　願
採　　択
採　　択

○１
×３

○１
×３

○２
×２


